
       

         

         

                                

 

 

 

青色申告書損益計算書について 

年が明けると、個人事業主の方は、所得税・消費税の確定申告の準備にかかられると思

います。１年を総括し、次年経営向上を目指していただきたい。 

昨今、機械導入において、畜産クラスター事業を始め各種の補助事業が、国・県・市町

村よりあります。機械・機器を安易に更新するのではなく、１年でも長く使用することが

大事と考えます。 

このような事例にあてはまりませんか？ 

◎ 売上が大きい 

金銭感覚が大雑把になりやすく、金遣いが荒くなる傾向がある。 

例）「1,000万円のトラクターを買おう」 

年商 2,500万円の人にとっての 1,000万円は、年商 5,000万円の人にとっての 1,000万

円に比べて、重い。 

◎ 経費率が高い 

経費の変動による経営への影響が大きい。 

為替レートや物価変動により、原価が 10％上昇すると、酪農所得は半分以下になって

しまう場合がある。 

◎ 所得率が低い 

わずかな経費の違いで、稼ぐ人と稼げない人がはっきりする。 

 

対応策として、酪農では数字に強くならないと優良な経営はできない。パソコンに数字を

入力する前に、頭の中で算出根拠を理解することが重要である。 

① 自分で記帳する。 

見ているだけではダメ。手を動かさないと数字に強くなれない。 

② 経営を数字で考える癖をつける。 

例）素畜を育成するのか、導入するか、預託に出すか  

 どの方法が経営にプラスか考える。 

 大型経営の場合は、月次決算をお勧めする。異変に早く気づける。 

 

 最後に、そもそも、数字で把握したからといって、金は生ま

れるわけではない。重要なことは実態を正確に把握し、できる

ことから対応策を実行していくことであります。 
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◎ 第 9 回理事会報告 令和 4 年 11 月 11 日（金）午前 10 時 

南信酪農上伊那事務所 会議室 
1. 令和 4年度第 2四半期監査報告とてんまつ処理について 

2. 今後の現金払い出し方法について 

3. 赤穂南部センター跡地売却について  4. 支部への助成金（0.15円）について 

5. 新春交流会の開催について      6. ＷＥＢシステム導入について  

7. 防犯カメラ設置（本所駐車場）について  

8. インボイス制度に伴うシステム改修対応について    

9. 長野畜振(株)に係る東海酪連への乳代金支払い保証について 

10. その他     

 

◎ 主な行事、予定 

11／22  中信支部・肉牛部会合同畜魂祭     12／7 下伊那支部畜魂祭 

11／25 東海酪連役員・                        12／8  上伊那支部畜魂祭   

生乳受託販売委員合同会議、同理事会 12／9  理事会 

11／25 中信地域酪農協議会役員・幹事合同会議  12／9  長野畜振(株)取締役会 

11／29 東海酪連乳業懇話会               12／14 専門委員会  

  12／5  定例会                12／16 新生酪農(株)取締役会 

12／7  酪農共済推進             12／16 生活クラブ 5者協議会 

 

◎ 人事異動 

 10月 31日付 林 友美 嘱託獣医師   嘱託契約終了 

    11月 16日付 岸本 剛 獣医師     南酪家畜診療所所長 

 

◎ 年末年始の屠場休業日のお知らせ 

松本屠場 12月 29日（木）～1月 3日（火） 

 

◎ 年末年始の休業のお知らせ 

令和 4 年 12 月 31 日（土曜日）から令和 5 年 1 月 4 日（水曜日）まで休業となります。 

飼料等の注文・預り金の払い戻しは早めにお願い致します。 

 

◎ 配合飼料安定基金(第 2 四半期)価格差補てん金の交付について 

   配合飼料価格差補てん金（補てん金単価 16,800円/ﾄﾝ・商系は 13,970円/ﾄﾝ）を令和 4 

年 11月 16日、経済預り金（酪農口）へ振り込みました。 

   通常補てん金単価 5,454円/ﾄﾝ  異常補てん金単価 11,346円/ﾄﾝ 

 

尚、全日基（商系の安定基金）は令和 4年度の通常補てん金支払いについては分割交 

付としている為、下記の通りとなります。 

  通常補てん金第 1四半期 2回目  1,259円/ﾄﾝ 

  通常補てん金第 2四半期 1回目  1,365円/ﾄﾝ 

  異常補てん金第 2四半期       11,346円/ﾄﾝ 

        合  計          13,970円/ﾄﾝ 

 2. 



◎ 10 月分支払乳代 

項     目 単 価 摘         要 前年単価 

① 共同計算単価 115.70 円  115.21 円 

② 全 農 手 数 料 0.74円 全農長野取扱手数料 0.74円 

③ 全 農 控 除 分 5.47円 （令和 4 年度乳代精算控除経費一覧表参照） 5.54円 

④指導補導費控除分 1.30円 組合独自の控除 1.30円 

⑤組織強化費控除分 0.7 円 組合独自の控除   0.7円 

⑥ 組 合 手 数 料 1.2％ 差引乳代金×率 1.2％ 

⑦ 出 荷 総 乳 量 １，１８３，８３４ｋｇ 

⑧ 搾 乳 戸 数 ４０戸 

 

◎ 乳質・乳成分ペナルティー発生状況（Bランク以下）10 月分  （戸数） 

 乳脂肪分 無脂乳固形分 乳蛋白質 細菌数 体細胞数 合 計 

上 旬 0 0 0 0 13 13 

中 旬 0 0 0 0 5 5 

下 旬 0 0 0 0 4 4 

合 計 0 0 0 0 22 22 

※ ペナルティー発生戸数 14 戸 

 

◎ 乳質・乳代精算の状況 10 月出荷分乳代精算の結果は下記のとおりです。 

 

◎ 月間良質乳ランキング分布表 

良質乳総合得点 戸  数 乳    量 

300 点～200 点 ２９ ９５７，４２２Ｋｇ 

200 点～100 点 ９ ２０７，２４７Ｋｇ 

100 点以下 ２ １９，１６５Ｋｇ 

 

【月間良質乳生産者上位 10 名（10 月分）】  同点のため 11名 

・倉科 茂男   290 点 ・佐藤 勝彦   260点   

・丸山登志雄    290 点 ・㈲北ｱﾙﾌﾟｽ牧場  260 点   

・岩岡 俊義   280 点 ・平林 雄二   260点   

・中島 博幸    270 点  ・唐沢 利幸   260点 

・渡辺 俊夫    270 点  ・久保田隆弘   260点 

・小野寺土菜    270 点  

         

 3. 

 乳 量 

（トン） 

乳質奨励 

（千円） 

奨励単価 

（円/ｋｇ） 

乳質減額

（千円） 

減額単価 

（円/ｋｇ） 

差引金額 

（千円） 

差引単価 

（円/ｋｇ） 

東海計 25,563 47,506 1.86 15,137 0.59 32,369 1.27 

長野計 6,946 1,628 2.35 5,481 0.79 10,817 1.56 

南 酪 1,184 2,629 2.22 790 0.67 1,839 1.55 



★消費税インボイス制度への対応のお願い★ 

 

令和 5 年 10月より消費税のインボイス制度が始まります。 

課税業者がインボイス制度を受けるためには令和 5 年 3 月 31日までに「適格請求書発 

行事業者（個人番号または法人番号取得）」の登録申請を行ない「適格請求書発行事業 

者」になることが必要です。 

まだ手続きをされていない方は申請をお願いします。 

不明な点等ございましたら税務署にご相談ください。 

 

 

南酪クローバー会     研修会開催！！ 

 令和 4年 10月 26日に岸本獣医師を講師に「乳牛の母子の健康管理」について勉強会を 

行い、母子それぞれの飼養管理のポイント等の確認をしました。 

また、勉強会に先立ち、会員からの要望にて組合より酪農情勢やヘルパー事業についての

説明を受けました。 

説明会、勉強会と充実した時間を過ごしました。 

 
 

 

 

4. 


